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平成２７年度全国統一防火標語　『無防備な　心に火災が　かくれんぼ』

浜通り 元通り 頑張ろう双葉

木戸川より取水訓練 一 斉 放 水 訓 練 残 火 処 理 訓 練

平成27年7月8日（水）に福島市にある消防学校において「第38回福島県消防救助技術大会」が開催されます。
この大会は、消防救助活動に不可欠な体力・精神力・技術力を養うことを目的とし、消防救助活動の安全性・確実

性・迅速性を競うものです。
双葉消防本部救助隊は5月27日（水）に消防長査閲を実施し、全チーム設定タイムをクリアし出場することになりま

した。現在、大会において上位入賞を目指し日々訓練に励んでいます。
【出場チーム】引揚救助 1チーム・ロープブリッジ救出 1チーム・ほふく救出 2チーム・ロープブリッジ渡過 2名

ロープブリッジ救出 ロープブリッジ渡過 ほ ふ く 救 出引 揚 救 助

平成27年5月20日（水）楢葉町の木戸川河川敷において、帰還困

難区域を想定した大規模林野火災対応訓練が実施されました。
本訓練には、双葉消防本部から消防車両15隊62名、県内各消防本

部・福島県消防防災航空隊などから13隊30名が参加、総務省消防
庁・福島県・隣県緊急消防援助隊代表消防本部の職員43名が訓練を
参観しました。この訓練は、原子力災害に伴う避難指示区域となっ
ている双葉郡において、災害対応する消防力の確保が課題となって
いることから、県内各消防本部からの応援を受け災害対応力の強化
を目的として平成25年より実施し、今回で3回目の訓練となります。

双葉地方は、原発事故により大きな被害を受けましたが、大規模
火災等が発生した場合には、双葉消防本部と福島全県の消防隊が協
力して「ふるさと ふたば」を守る仕組みがとられています。



　5月23日に行われた川内小・保育園合同運動会は全校
生徒35人が「運動会を村一番のイベントに、500人を集
めたい。」を合言葉に開催されました。
  川内出張所員も対抗リレーや騎馬戦に参加させていた
だきました。子供たち、大人たち全員が全力で競技を行
い地域住民の強い絆に感動した一日となりました。

　　　　　　　　○体調の悪い時は、暑い日中の運動を控える！
　　　　　　　　○服装を工夫し、通気性の良い素材の服を着る！
　　　　　　　　○こまめに水分を補給し、適度な休憩を取る！

　5月17日に川崎市の簡易宿泊所で発生した火災を受
け、双葉消防本部でも管内にある177棟全ての施設に
ついて、緊急査察を実施しました。施設に設置してあ
る消防用設備等の点検、避難経路の確認などを行い、
大きな違反はありませんでした。

消防士として、住民の生
命・財産を守るため、緊
急の"要請"に応えて出動
して、迅速な消火や救命
救助を行います。

安全・安心を守りたいと
いう強い想いから生まれ
た、"妖精"の「ふたば
ちゃん」は双葉地方が再
生していく姿を全国に発
信していきます。

普段は高い技術をもった
職員の"養成"に力を入れ
ています。詳しくは、双葉消防本部ＨＰをご覧下さい。

連 絡 先 双葉消防本部 0240-25-8523
楢葉分署 0240-25-2119
川内出張所 0240-38-2119

消防指令センター 0240-25-8561                                                      
浪江消防署臨時庁舎 0240-34-7360
葛尾出張所 0240-29-2119

緊急査察を実施しました！

東京電力福島第一原子力発電所の事故により、これまで浪江消防署の機能
を富岡消防署川内出張所に移し消防業務を実施しておりましたが、平成27年4
月から浪江消防署の機能を浪江消防署臨時庁舎へ移転いたしました。

これに伴い、川内出張所は富岡消防署管轄となり従来の体制にもどりまし
たが、楢葉分署から常時職員3名を派遣し、勤務人員を6名とすることにより、
体制の強化を図っております。

熱中症は、体温調節機能がうまく働かなくなり、体内に熱がこもった状態を指します。軽度

なもので立ちくらみ・めまい、重度なもので頭痛・吐き気・けいれん等の症状がでます。

双葉消防公認キャラクター
ふたばちゃん


